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検索道新りんご

　東日本大震災の復興支援に携わるう
ち次の世代を担う子供たちの教育が大
切だと気づき、教育界へ。『本気で挑戦
する人の母校』を合言葉に、教育改革
を進めています。

■本当の復興とは
　ソフトバンクの社長室に勤務してい
た時、東日本大震災が発生。孫正義社
長から「これからの復興のために個人
で 100 億円寄付するから使い道を考え
ろ」と言われ、復興支援のために動き
回りました。経済的に困難な高校生へ
の給付金型奨学金を創設するなど復興
の最前線で活躍していましたが、復興
支援に携わるうち、「本当の復興とは次
の世代を担う子供達を育てること」に
気づいたといいます。
　60年前、「戦後の復興は教育から」
と言って、新陽高校の前身である慈恵
学園をつくった祖父。祖父の遺志を受
け継ぎ、支援する側から実務者として
教育界に携わる決意を固め、昨年２月
に新陽高校の校長に就任しました。
　
■本気で挑戦する人の母校
　就任当時の新陽高校は定員を大きく
割り込む状況が続いていました。「高校
は 7割が先生方の人件費。このままで
は給料も払えなくなる」と危機感を募
らせた荒井さんは『本気で挑戦する人
の母校』を合言葉に学校改革に取り組
みました。
　荒井さんは大学２年生の時、ＹＯＳＡ

ＫＯＩソーラン祭りの実行委員長を務
め、本気で挑戦することの大切さを学
んだといいます。生徒にも挑戦する大
切さを教えたいと、道内初となる硬式
女子野球部を設立し、生徒からの相談
にも「本気で挑戦する」意志がある場
合には校長自ら全面的に協力すること
で、本気で挑戦する風土が生まれたと
いいます。
　民間からの就任で教員免許もないが、
その分、学校というものに縛られず社
会に必要な教育をやっていきたいと教
員に訴え、１年間で４４件の新規プロ
ジェクトを実行しました。そうした熱
意が実り、今年は定員を大きく上回る
３２２名が入学し、わずか１年で経営
を立て直すことに成功しました。

■学力から人間力へ
　これまでの学校教育は学力重視で、
良い学校に入り、良い企業に就職する

ことが目標とされてきました。しかし、
荒井さんは「将来何になるかよりも、
誰かのために何をできるか」の方が大
事であると考えています。
　今までの学校は、生徒と教師という
閉じた世界で完結しており、社会との
つながりが希薄だったと指摘する荒井
さん。こうした問題をあらためようと、
生徒と学校だけでなく保護者や地域、
社会を巻き込んだ「アクティブ・スクー
ル」構想を展開。東日本大震災の被災
地への訪問や熊本地震の募金活動、地
域の町内会との連携などを通じて、社
会との関わりを増やし、「何のために学
ぶのか」を問いかける教育活動を推進
しています。
　現在は従来の学力重視とは全く異な
る視点で生徒の人間力を高める新しい
コースを準備しているという荒井さん。
札幌新陽高校の本気の挑戦はまだまだ
終わりません。（伴野卓磨）
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ホームページで平岸のニュースを毎日配信中！

月・火・木・金はランチとカフェ
12 時～ 14 時はカレーやうどんなどのランチタイム
14 時～ 15 時はカフェタイム

水曜日は野菜マルシェ
プロの八百屋が仕入れた新鮮な野菜

第４火曜日はこども食堂
大人数で手料理を楽しめます

第 5回．札幌新陽高校校長
荒井優さん

平岸人図鑑

札幌新陽高等学校校長・荒井優さん

平岸３条５丁目平岸グランドビル本館１階

地域交流サロンぴらけし

不動産賃貸業 ( 貸ビル・賃貸住宅・ビル管理・駐車場）
宅地建物取引業
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７６.５ＭＨＺ
FMRadio Station

豊平の皆さんと友に地域の安全・安心・活性化を目指し

さまざまな情報を発信するコミュニティラジオ局です。

豊平区平岸のスタジオから、お役立ち情報や地域に

密着した話題を盛り込んだ豊富な情報を、個性あふ

れるパーソナリティが毎日お送りしています。

■運営元：ＦＭアップル　☎813-2233


